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答

弁

第

一

八

号 
   

衆
議
院
議
員
鈴
木
喜
久
子
君
提
出
供
述
調
書
の
信
用
性
判
断
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 内

閣
衆
質
一
二
五
第
一
八
号 

平
成
五
年
一
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 

内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

宮 

澤 

喜 

一 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
喜
久
子
君
提
出
供
述
調
書
の
信
用
性
判
断
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

当
時
の
埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
御
指
摘
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
旨
の
新
聞
報
道
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
発
言
内
容
の
根
拠
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
御
指
摘
の
狭
山
事
件
に
お
い
て
、｢

犯
人
は
殺
害
後
に
身
代
金
を
要
求
し
た｣

と
い
う
事
実
関
係
に
つ
い 

て
は
、
第
一
審
で
あ
る
浦
和
地
方
裁
判
所
の
昭
和
三
十
九
年
三
月
十
一
日
の
判
決
に
お
い
て
、
右
事
実
が
あ
っ

た
も
の
と
認
定
さ
れ
、
控
訴
審
及
び
上
告
審
に
お
い
て
も
、
右
認
定
は
覆
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
新
聞
報
道
の
根
拠
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

我
が
国
の
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号)

第
三
百
十
八
条
に

よ
り
、
証
拠
の
証
明
力
は
、
裁
判
官
の
自
由
な
判
断
に
委
ね
る
と
し
て
自
由
心
証
主
義
を
採
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
自
白
の
信
用
性
を
判
断
す
る
基
準
を
一
般
的
に
示
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
自
白
の
信
用

性
は
、
当
該
自
白
の
内
容
及
び
他
の
証
拠
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
個
々
の
事
案
に
お
い
て
、
個
別
具
体
的
に
判

断
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。 

一
般
に
、
犯
行
時
刻
又
は
死
亡
時
刻
は
、
死
体
の
解
剖
結
果
や
被
害
者
の
生
前
の
行
動
等
の
捜
査
結
果
を
総

合
的
に
踏
ま
え
て
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
お
い
て
、
捜
査
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
そ
の

内
容
が
発
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

前
記
事
件
に
お
け
る
自
白
の
信
用
性
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
再
審
請
求
事
件
が
係
属
中 

四 

 



六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

前
記
事
件
に
お
け
る
自
白
の
信
用
性
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
再
審
請
求
事
件
が
係
属
中

で
あ
る
の
で
、
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

で
あ
る
の
で
、
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

な
お
、
東
京
高
等
裁
判
所
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十
一
日
の
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、
「
足
首
の
痕
跡

に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
ソ
ツ
ク
ス
を
履
い
て
い
た
こ
と
、
足
首
に
力
が
加
わ
る
の
は
死
体
を
芋
穴
へ
出
し
入

れ
す
る
と
き
だ
け
の
短
時
間
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
芋
穴
の
口
が
狭
い
こ
と
も
あ
つ
て
死
体
の
出
し
入
れ
の
作

業
を
静
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と(
現
に
被
告
人
自
身
そ
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。)

な
ど
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
死
体
の
足
首
に
索
溝
な
ど
の
痕
跡
が
残
ら
な
い
こ
と
も
十
分
納
得
で
き
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。 

前
記
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
再
審
請
求
事
件
が
係
属
中
で
あ
る
の
で
、
証
拠
の
開 

五 

 



 

六 

示
等
に
関
す
る
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 




